
貫通孔小口部のゴミ・埃をはけ等
で清掃し、粘着性能を確保する。

事前に製品の粘着テープが外側に
なるよう円状にし、接続部をアルミ
ガラスクロステープで一周巻き付け
る。

貫通孔にはめた後、端から粘着
テープのりけい紙を脇に抜き取るよ
うに剥がしながら製品を押えて貫通
孔小口部に接着固定する。

りけい紙剥離後、再度全体を押さ
えて、目視により浮き・剥離・隙間
およびぐらつきがないか確認する。

耐火被覆材を吹付ける。パイロン
バリアーの側面とは隙間のないよう
にこて押さえ等により仕上げる。

設備スリーブ 300　とした場合Ф

梁せいの低減が可能！

吹付けロックウールのかさ比重

※使用する鉄骨梁寸法によって、吹付けロックウールのかさ比重が異なる
　ので注意すること。
※その他の認定条件も必ず確認すること。

〈かさ比重0.28以上（従来の比重）〉

使用鉄骨梁
寸法（㎜）

3時間耐火 2時間耐火 1時間耐火
H400×199×
12×22の
断面寸法以上

H400×199×
12×16の
断面寸法以上

H350×175×
7×11の
断面寸法以上

〈かさ比重0.32以上〉

使用鉄骨梁
寸法（㎜）

3時間耐火 2時間耐火 1時間耐火

H400×200×8×13の
断面寸法以上 ×

概 要

鉄骨梁貫通部において、吹付けロックウールの場合、通常
１時間の区画で２５㎜、同２時間で４５㎜、同３時間で６０㎜の被
覆が必要となる。被覆を確保しづらい部分ではあるが、パイ
ロンバリアーは１２㎜厚で１・２・３時間の耐火性能を確保でき、
国土交通大臣認定を取得している。

●スリーブ径を有効に活用できる
パイロンバリアーは、通常の施工法に比べ貫通孔の被覆厚
を薄くできるため、設備スリーブの有効面積を最大限に確
保できる。

●鉄骨補強の重量減に伴う補強費用の削減
パイロンバリアー使用を見込んで設備スリーブを確定する
ことで、鉄骨梁貫通孔を小さくできる。従って、補強プレー
トや補強リングも小さいサイズを選択でき、補強の重量減
に伴う補強費用の削減が可能となる。

●梁せいの低減が可能
梁せいが貫通孔径で決定している場合は、パイロンバリ
アー使用での梁せいの低減が可能となり、その場合階高も
低くすることができる。
よって、これらの相乗効果によりさらなるコスト削減が可
能となる。

●認定条件
パイロンバリアーは大臣認定品のため、使用するにあたり
鉄骨梁・吹付けロックウール・パイロンバリアーそれぞれに
対して認定条件がある。必ず最新の認定条件を確認のこと。

施工手順

鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定
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ホームページ http://www.axis-slit.com/barrier/

資料請求先

補強リングとの併用も可能

※補強の種類によって当製品幅が異なる。
※パイロンバリアーの認定条件が優先となる。

認定条件 鉄骨梁貫通孔補強

�貫通孔小口部のゴミ・埃をはけ等
で清掃し、粘着性能を確保する。

�事前に製品の粘着テープが外側に
なるよう円状にし、接続部をアルミ
ガラスクロステープで一周巻き付け
る。

�貫通孔にはめた後、端から粘着
テープのりけい紙を脇に抜き取るよ
うに剥がしながら製品を押えて貫通
孔小口部に接着固定する。

�りけい紙剥離後、再度全体を押さ
えて、目視により浮き・剥離・隙間
およびぐらつきがないか確認する。

�耐火被覆材を吹付ける。パイロン
バリアーの側面とは隙間のないよう
にこて押さえ等により仕上げる。

【補強プレート】 【補強リング】

商F‐8／共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ

共
通
資
材

H346×174×
9×19の

断面寸法以上

H346×174×
9×16の

断面寸法以上

〈かさ比重3時間0.32以上／2時間0.30以上〉

共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ／商F–7

共
通
資
材
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鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定

共通資材 鋼材・非鉄金属資材・スクラップ

概　要
　パイロンバリアーは、鉄骨梁貫通孔の耐火被覆材である。
12㎜厚で１・２・３時間耐火の国土交通大臣認定を取得。鉄
骨梁貫通孔は必要被覆厚の確保が難しい部分ではあるが、パ
イロンバリアー使用により被覆厚を薄くでき、さまざまなメ
リットが生まれる。
●スリーブ径を有効に活用できる
パイロンバリアーは、通常の施工法に比べ貫通孔の被覆厚
を薄くできるため、設備スリーブの有効面積を最大限に確
保できる。
●貫通孔補強費用の削減
パイロンバリアー使用を見込んで設備スリーブを確定する
ことで、貫通孔を縮小することができる。従って、補強プ
レートや補強リングも小さいサイズを選択でき、補強の重
量減に伴う補強費用の削減が可能となる。
●はり成の低減が可能
はり成が貫通孔径で決定している場合は、パイロンバリ
アー使用でのはり成の低減が可能となり、その場合階高も
低くすることができる。よって、これらの相乗効果により
さらなるコスト削減が可能となる。
●はり成の1/2超の貫通孔径でも使用可能に
パイロンバリアーは、これまでは、はり成の1/2以下の貫
通孔径までしか使用できなかったが、はり成の1/2超の貫
通孔径まで使用できるようになった（ハイリング：はり成
の2/3以下、OSリング：はり成の63.13%以下）。
最大2/3の貫通孔径とパイロンバリアー（12㎜）の組み合

わせにより、さらなる設備配管の有効面積の大幅アップ、
また、はり成の低減が可能となる。
●認定条件
パイロンバリアーは大臣認定品のため、使用するにあたり
鉄骨梁・吹付けロックウール・パイロンバリアーそれぞれに
対して認定条件がある。必ず最新の認定条件を確認のこと。

パイロンバリアー使用によるメリット

● 鉄骨梁貫通孔の高性能耐火被覆材

● 12㎜厚で１・２・３時間耐火の国土交通大臣認定取得

● 吹付けロックウールかさ比重0.28以上で使用可能

● 非膨張性のため12㎜厚でスリーブ計画が可能

● 梁高さの1/2超の貫通孔径でも使用可能
　※ハイリングⅢ センクシア㈱

　※ＯＳリング　岡部㈱

パイロンバリアー概要

パイロンバリアーの特長

商F-6／共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ
鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定
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空間の有効活用
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